第１章　導入
この規定は、エンタプライズJavaBeans体系を定義したものである。エンタプライズJavaBeans体系とは、コンポネントに基づき構築されたビジネスアプリケーションの開発や配備の為のコンポネント体系である。

アプリケーションは、エンタプライズJavaBeans体系を用いることによって規模拡大縮小可能、トランザクション処理可能で、安全なマルチユーザシステムにすることができる。これらのアプリケーションは一度記述すれば、エンタプライズJavaBeans体系を支援するどのサーバープラットフォームにおいても配備することが可能となるだろう。

１．１　対象者

この規定を利用する対象者はトランザクション処理環境の製造者、エンタプライズアプリケーションのツールの製造者、及び彼らの製品の中にエンタプライズJavaBeans(EJB)技術を提供しようとする製造者である。

この文書に記述された多くの概念は、それらエンタプライズJavaBeansアプリケーションのプログラマに対してシステムレベルの問題に答えるものである。

第１．２章　EJB 2.0での新機能
提供されるエンタプライズJavaBeans2.0体系は、 Vlada Matena と Mark Hapnerによって設計され定義された1.1版を拡張したものである。エンタプライズJavaBeansに対して拡張したものは、次に示す新しい機能である。

・エンタプライズJavaBeansの中で、Javaメッセージサービス（JMS）を統合し、メッセージ駆動ビーンを導入した。

メッセージ駆動ビーンは、JMSメッセージの到着の結果コンテナによって起動されるステートレスコンポーネントである。（ステートレスとは、状態を保存しない方式である。ステートフルとは、それを保存する方式である。）
メッセージ駆動ビーンモデルの目的は、JMSメッセージが到着したときに非同期に起動される処理を取り扱う時に、他のJMS MessageListernerの機能を開発するのと同じ様な単純さで、エンタプライズビーンを開発することができるようにする事である。

・エンティティビーンの為にコンテナ管理永続性とコンテナ管理のデータベース関連性の支援をエンタプライズJavaBeansに追加した。

エンタプライズJavaBeansの初期の版の規定に対して、永続性におけるデータベースフィールドに基づくコンテナ管理の制限に取り組み、新たなエンティティビーン契約を定義した。

新しいコンテナ管理永続性の仕組みは、次のような機能を提供するために付け加えた。

· エンティティビーンにおけるコンテナ管理データベース関連性の支援
· 基本的な可搬性のある検索問合せ構文の提供

· 遅延ロードやメモリ追跡情報の縮小化、データ別名問題の回避などによる不要メモリ検知機構を改善し製造者の実装をより効果的に支援
・セッションビーンやエンティティビーンに対して、局所クライアントにあるエンタプライズビーンからの軽量のアクセスを支援するために、局所インタフェースや局所ホームインタフェースを定義した。

局所インタフェースは、セッションビーン及びエンティティビーンがそれらのクライアントと密結合され、いわゆる遠隔メソッド呼び出しに関連したオーバヘッドなしに、直接アクセスされることを可能にした。

また、局所インタフェースは、エンティティビーンにコンテナ管理永続性と共にコンテナ管理のデータベース関連性の為の基礎を提供する。

・コンテナ管理永続性を有するエンティティビーンに問合せメソッドの宣言文を定義することにより、コンテナにより提供されたfinderメソッドやselectメソッドの実装を許可する。

エンタプライズJavaBeans問合せ言語（EJB問合せ言語）によって提供されるエンティティビーンのネットワーク経由の操作は、コンテナ管理永続性により定義されている。

・コンテナ管理永続性をもつエンティティビーンの内部での使用のためにselectメソッドを追加した。selectメソッドは、関連するビーンとの間で、EJB問合せ言語によって得られる値の選択を可能にする。

・エンティティビーンのインスタンスの規定から独立したビジネスロジックを

実装する為に、ホームインタフェースにおいてメソッド追加の支援を追加した。

・エンタプライズビーンのためにセキュリティ同一性機能としての実行を追加した。この機能は、セキュリティロールの中で主にエンタプライズビーンの同一性機能として実行することを宣言文することによって許可される。

・異なる製造元の製品間で配備されるJ2EEコンポネントにおけるセッションビーン、エンティティビーンでの遠隔呼び出しを許可するためにCORBA/IIOPに基づいた相互運用プロトコルを定義した。
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第１．４章 構成

2章「目的」は、エンタプライズJavaBeans体系の利点について議論する。
3章「EJB役割及びシナリオ」は、ビーン供給者、アプリケーション製造者、配備者、EJBコンテナ及びサーバ供給者の責任、エンタプライズJavaBeans体系に関してのシステム管理者について議論する。
4章「基本指標」は、エンタプライズJavaBeans契約の範囲を定義する。
5章は、遠隔利用者ビュー及び局所利用者ビューの違いについて議論する。

6章から8章は、セッションビーンを定義する。6章は、利用者ビューについて議論する。
7章は、セッションビーンのコンポネント契約を示す。8章は、例としてセッションビーンのシナリオを概説する。
9章から14章は、エンティティビーンを定義する。9章は、利用者ビューについて議論する。10章は、コンテナに管理された永続化されたエンティティビーンコンポーネント契約を示す。11章は、EJB QL(コンテナに管理された永続化されたエンティティビーンのための問合せ言語)を示す。12章は、ビーンに管理された永続化されたエンティティビーンコンポーネント契約を示す。13章は、例としてエンティティビーンのシナリオを概説する。
14章は、コンテナに管理された永続化されたEJB 1.1エンティティビーンコンポーネント契約を指定する。

15章から16章は、メッセージ駆動ビーンを定義する。15章は、メッセージ駆動ビーンコンポーネント契約を示す。16章は、例としてメッセージ駆動ビーンのシナリオを概説する。

17章から21章は、トランザクション例外や供給と相互運用環境、またセキュリティに関する処理について議論する。
22章及び23章は、ejb-jarファイル及びその配備記述子のフォーマットについて述べる。
24章は、EJBコンテナが実行時に、エンタプライズビーンインスタンスに供給するランタイムAPIを定義する。またこの章では、可搬性のあるエンタプライズビーンの為のプログラム制限を示す。
25章は、個々のEJB役割の責任を要約する。

26章は、エンタプライズJavaBeans APIリファレンスである。

27章は、関連する文献リストを提供する。
